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社会福祉
法　　人

「はぁーてぃ」は英語で“心の温かい”、
“真心のこもった”という意味をもつ
「Hearty」の読みを日本語表記した
ものです。

この広報紙には、赤い羽根共同募金の
配分金が使われています。

益田市社協 検索

第３０回 益田市社会福祉大会
　去る３月２５日開催の益田市社会福祉大会は、市民の皆さまをはじめとして、関係者の皆さまの
ご協力により、盛大に開催できましたことについて、心よりお礼申し上げます。

　この大会は、地域の支え合いによって、
誰もが安心して暮らせる福祉社会の実現に
向け、市民および社会福祉関係者による福
祉活動への参加を促進し、相互理解と連携
を深めるとともに、多年にわたって社会福
祉の発展に功績のあった方々を表彰するた
めに毎年開催しています。

優秀な成績を収めた中学生３名に、生活で感じたことや、未来へ
の夢などを、少年らしい素直な言葉で語っていただきました。

日頃の福祉活動の報告として、『いきいきサロンやまぶき』と
 『大浜いきいきサロン』のお二人に発表していただきました。　

『地域で進める権利擁護』と題して、益田市地域包括支援センター
の田中　涼さんにご講演をいただきました。

福祉関係者・一般市民の皆さま、約２１０名が参加されました。

発表　少年の主張 発表　サロン活動

講　演
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手話で参加者に語りかける、益田市聴覚障害者協会の中島君江さん耳の障がいについて説明する、あゆみの里の村上栄子さん
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聞こえない方への理解と配慮を
（益田市ボランティアセンター研修会）

　去る３月２４日、益田市総合福祉センターにおいて、
聞こえない方への理解を深めてもらおうと、聴覚障が
い者の立場から、益田市聴覚障害者協会の中島君江さ
ん、それをサポートする立場のあゆみの里の村上栄子
さんをお招きして、講演をしていただきました。
　講演では、聞こえない方が地域で孤立しないよう、
障がいに対する理解・関心を持つことが重要と訴えら
れ、参加者の皆さんに、自治会等の集まりに、聴覚障
がい者だけでなく、様々な障がい者の方が出やすいよ
うな知恵や工夫とともに、日々のつながりを作ること
を期待されていました。

ふれあい福祉相談所のご案内  ５月・６月の相談日

上記相談日以外でも専任相談員がお受けします。
「こんなこと話していいかな？」「今はいいけど、もし何かあった時はどうなるの？」
「身近に話す人がいないから聞いてみようか。」
どんなことでもかまいません。出かけることのできない方は、お電話でもお受け致しますので、
お気軽にご相談ください。

場所：益田市総合福祉センター

ふれあい福祉相談所（益田市社会福祉協議会内）
（月～金　8：30～ 17：30）TEL ２２－７２５６

無料法律相談13：00～ 15：00
（要予約）　　担当弁護士

ふれあい福祉相談
10：00～ 15：00

老人母子相談
10：00～ 15：00

５月 10日（金） 益田ひまわり基金法律事務所
（真鍋弁護士） 10日（金） 10日（金）・24日（金）

６月 14日（金） 山陰ﾘｰガﾙｸﾘﾆｯｸ益田事務所
（山本弁護士） 14日（金） 14日（金）・28日（金）



平成25（2013）年５月 平成25（2013）年５月3 2

平成２５年度益田市社会福祉協議会事業基本方針及び一般会計予算
　去る３月２９日、評議員会において、新年度の事業及び予算が承認されました。
　市民の皆様や関係機関・団体と連携・協働して、福祉社会づくりに努めてまいりますので、ご支援をよろ
しくお願いします。

　＜基本方針＞
　少子・高齢化の進行や働き方などの生活様式の変化に伴い、地域社会や家庭の様相は大きく変容し、さら
に、経済情勢や雇用環境の厳しさの長期化も相まって、孤立死や自死、ひきこもりなどの社会的孤立や経済
的困窮・低所得等の生活困窮問題、虐待や悪徳商法などの権利侵害の問題など、地域における「生活・福祉
課題」は深刻化し、広がっています。
　一方、東日本大震災により、改めて人と人との絆の重要性、そして地域の福祉力が見直されています。
　こうした中、社協は地域福祉の推進を担う中核団体として、これらの諸課題の解決に的確かつ柔軟に取り
組むことにより、「一人ひとりの尊厳が重んじられ、誰もが互いに支え合って、心豊かに暮らすことができ
るまちづくり」を実現していくことが求められています。
　そのため、福祉、保健、医療、教育等の関係機関・団体との一層の連携・協働のもとに、行政計画である「地
域福祉計画」と一体的に策定した民間の活動計画である「地域福祉活動計画」の第２次計画の策定に取り組
み、福祉のまちづくりのため地域福祉をより一層進めます。

事業の重点目標
１．社協基盤の強化推進　　　　　　　　２．指定管理者制度への対応
３．福祉のまちづくりの推進　　　　　　４．ボランティア・市民活動の推進
５．福祉教育、及び啓発・交流の推進　　６．総合的な相談・支援体制の整備
７．在宅・施設サービスの推進　　　　　８．役職員研修の充実

平成25年度  一般会計予算
〈収入〉  合計1,369,857,000円

区               分 単位（千円）
会費収入 15,169
寄附金収入 11,454
経常経費補助金収入 93,074
受託金収入 36,401
指定管理料収入 224,439
貸付事業等収入 4,000
共同募金配分金収入 12,125
負担金収入 223
介護保険収入 601,498
自立支援費等収入 4,416
利用料収入 1,017
私的契約利用料収入 5,747
雑収入 1,297
受取利息配当金収入 32
事業外収入 104
経理区分間繰入金収入 69,626
積立預金取崩収入 91,000
前期末支払い資金残高 198,235

合　　　　　　計 1,369,857

区            分 単位（千円）
養護老人ホーム管理経営事業 160,623 
高齢者生活福祉センター管理経営事業 30,444 
無利子生活資金貸付事業 10,720 
福祉基金事業 13,401 
善意寄附金事業 19,010 
児童館管理経営事業 18,537 
保育所管理経営事業 39,448 

合　　　　　　計 1,369,857

区            分 単位（千円）
法人運営事業 189,268 
福祉活動専門員活動事業 22,265 
地域福祉活動推進事業 21,468 
ボランティアセンター活動事業 6,061 
ふれあいのまちづくり事業 8,519 
ふれあい福祉相談事業 3,665 
共同募金配分金事業 12,395 
マイクロバス運行事業 7,105 
総合福祉センター管理経営事業 11,648 
生活福祉資金貸付事業 3,293 
福祉サービス利用援助事業 9,939 
配食サービス事業 2,006 
高齢者・障がい者支援事業 3,456 
地域包括支援センター設置経営事業 22,113 
居宅介護支援事業 50,276 
訪問介護等事業 160,951 
訪問入浴介護事業 52,696 
老人デイサービス管理経営事業 112,141 
特別養護老人ホーム管理経営事業 378,409 

〈支出〉  合計1,369,857,000円
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　益田市社会福祉協議会では、先駆的な地域福祉事業に
対し、市民の皆様からお寄せいただいた赤い羽根共同募
金、並びに社協会費、善意寄附金等を原資とする助成を
行っています。

【助成対象事業】
①社会福祉活動に関する啓発、指導者等の養成訓練事業
②在宅福祉等普及向上の事業
③健康生きがいづくり事業
④ボランティア等活動活性化事業
⑤その他、地域福祉の向上に関する事業

【助成金額】
　助成の対象は事業の経費総額の２／３以内とし、30万
円を限度とします。
　詳しい内容は、益田市社会福祉協議会までお問合せく
ださい。

【締め切り】
　平成 25年６月３日（月）

【問合せ先】
　益田市社会福祉協議会　地域福祉課
　　　☎２２―７２５６

平成 25 年度

地域福祉活動助成事業の募集
　益田市共同募金委員会では、誰もが住みなれた地域で支
えあい安心して暮らせる福祉のまちづくりを推進するため
に、地域を良くしていこうと活動するボランティアや福祉
団体に助成を行います。
【助成対象団体】

益田市内に拠点があり地域福祉を推進する団体等です。
【助成対象事業】

益田市内の地域福祉推進を目的とし、誰もが安心して暮ら
せるまちづくりに寄与する事業とし、助成総額は、平成２５
年度募金実績の範囲内とします。

【助成事業実施期間】
平成２６年４月１日～平成２７年３月３１日

【助 成 額】　事業費の３／４以内で３０万円を限度とします。
ただし、助成額が１０万円以下の場合には、事業費の１０／１０で
あっても可とします。

【応募〆切】　平成２５年５月１５日（水）
【問合せ先】　益田市須子町３－１　益田市共同募金委員会

ＴＥＬ：２２－７２５６
ＦＡＸ：２３－４１７７
※助成の可否及び助成額につ
　いては、審査委員会で決定
　します。

平成２６年度　助成事業募集のお知らせ
赤い羽根募金共同募金
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確
認

し
ま

し
た

ら
当

講
座

を
辞

め
て

頂
く

場
合

も
あ

り
ま

す
の

で
ご

理
解

下
さ

い
。

講
座

名
社

交
ダ

ン
ス

教
室

（
 初

心
者

・
中

級
者

 ）
囲

碁
教

室
習

字
教

室
手

編
教

室
園

芸
教

室
い

き
い

き
健

康
教

室
（

筋
肉

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

）
【

新
規

開
催

】

期
　

間
５
 月

１
７
日
 ～

 ３
 月

１
４
日

６
 月

 ８
 日

 ～
 １

１
月
 ９

 日
５
 月

１
２
日
 ～

 ３
 月

１
６
 日

５
 月

１
１
日
 ～

 ３
 月

 ８
 日

５
 月

１
７
日
 ～

 ３
 月

１
４
日

５
 月

２
２
日
 ～

 ３
 月

２
６
日

期
　

日
毎
月
 第

２
金
曜
日

（
初
回
の
み
第
３
金
曜
日
）

毎
月
 第

２
，４

土
曜
日

毎
月
 第

３
日
曜
日

（
初
回
の
み
第
２
日
曜
日
）

毎
月
 第

２
土
曜
日

（
８
月
の
み
第
１
土
曜
日
）

毎
月
第
３
金
曜
日

（
８
月
、
３
月
は
第
２
金
曜
日
）

毎
月
 第

４
水
曜
日

時
　

間
１
３
：
３
０
 ～

 １
５
：
３
０

９
：
０
０
 ～

 １
１
：
０
０

１
３
：
３
０
 ～

 １
５
：
３
０

１
０
：
０
０
 ～

 １
２
：
０
０

１
３
：
３
０
 ～

 １
５
：
３
０

１
０
：
０
０
 ～

 １
２
：
０
０

回
　

数
１
１
　
回

１
１
　
回

１
１
  回

１
１
  回

１
１
　
回

１
１
  回

講
　

師
増
　
野
　
栄
　
一

村
　
上
　
秀
　
人

田
　
原
　
精
　
一

中
　
田
　
登
志
枝

城
　
市
　
政
　
知

美
　
原
　
愛
　
子

募
集

人
数

４
０
名
程
度

２
０
名
程
度

２
０
名
程
度

２
０
名
程
度

２
０
名
程
度

１
５
名
程
度

受
講

料
無
　
　
料

無
　
　
料

無
　
　
料

（
但
し
、
実
費
必
要
）

無
　
　
料

（
但
し
、
実
費
必
要
）

無
　
　
料

（
但
し
、
実
費
必
要
）

無
　
　
料

内
　

容
そ

の
他

・
初
心
者
の
方
大
歓
迎
。

・
毎
月
第
４
金
曜
日
は
自
主
的
に

実
施
。

・
ハ
イ
ヒ
ー
ル
等
の
靴
は
使
用
禁

　
止
で
す
。

・
初
心
者
の
方
大
歓
迎
。

・
習
字
用
具
等
は
各
自
で
ご
持
参

下
さ
い
。

・
初
心
者
の
方
大
歓
迎
。

・
編
み
棒
、
か
ぎ
針
は
各
自
で
ご

持
参
下
さ
い
。

・
材
料
代
等
は
各
自
で
ご
負
担
し

て
下
さ
い
。

・
膝
・
腰
・
股
関
節
な
ど
痛
み
の

あ
る
方
、
足
腰
に
自
信
の
な
い

方
大
歓
迎
。

・
運
動
の
で
き
る
格
好
で
ご
参
加

下
さ
い
。

開
催

日
程

（
予

定
）

   
５

月
１

７
日

・
１

１
月

　
８

日
   
６

月
１

４
日

・
１

２
月

１
３

日
   
７

月
１

２
日

・
　

１
月

１
０

日
   
８

月
　

９
日

・
　

２
月

１
４

日
   
９

月
１

３
日

・
　

３
月

１
４

日
１
０

月
１

１
日

  ６
月

　
８

日
・

　
９
月
１
４
日

  ６
月

２
２

日
・

　
９
月
２
８
日

  ７
月

１
３

日
・

１
０
月
１
２
日

  ７
月

２
７

日
・

１
０
月
２
６
日

  ８
月

１
０

日
・

１
１
月
　
９
日

  ８
月

２
４

日

   
５
月
１
２
日
・
１
１
月
１
７
日

   
６
月
１
６
日
・
１
２
月
１
５
日

   
７
月
２
１
日
・
　
１
月
１
９
日

   
８
月
１
８
日
・
　
２
月
１
６
日

   
９
月
１
５
日
・
　
３
月
１
６
日

１
０
月
２
０
日

   
５
月
１
１
日
・
１
１
月

　
９
日

   
６
月
　
８
日
・
１
２
月

１
４
日

   
７
月
１
３
日
・
　
１
月

１
１
日

   
８
月
　
３
日
・
　
２
月

　
８
日

   
９
月
１
４
日
・
　
３
月

　
８
日

１
０
月
１
２
日

   
５
月
１
７
日
・
１
１
月
１
５
日

   
６
月
２
１
日
・
１
２
月
２
０
日

   
７
月
１
９
日
・
　
１
月
１
７
日

   
８
月
　
９
日
・
　
２
月
２
１
日

   
９
月
２
０
日
・
　
３
月
１
４
日

１
０
月
１
８
日

   
５
月
２
２
日
・
１
１
月
２
７
日

   
６
月
２
６
日
・
 １

２
月
２
５
日

   
７
月
２
４
日
・
　
１
月
２
２
日

   
８
月
２
８
日
・
　
２
月
２
６
日

   
９
月
２
５
日
・
　
３
月
２
６
日

１
０
月
２
３
日

会
　

場
大
集
会
室

研
修

室
研

修
室

会
議
室
Ｂ

ふ
れ
あ
い
広
場

娯
楽
教
養
室

益
田

市
総

合
福

祉
セ

ン
タ

−

平
成

２５
年

度
　

益
田

市
立

総
合

福
祉

セ
ン

タ
ー

老
人

・
母

子
講

座
の

ご
案

内
　

総
合

福
祉

セ
ン

タ
ー

で
は

、
老

人
・

母
子

福
祉

事
業

の
一

環
と

し
て

、
お

年
寄

り
の

方
に

教
養

を
高

め
、

明
る

く
豊

か
に

過
ご

し
て

も
ら

う
た

め
、

ま
た

母
親

と
児

童
の

相
互

理
解

を
深

め
、

福
祉

の
向

上
を

図
る

た
め

老
人

・
母

子
講

座
を

開
催

し
て

お
り

ま
す

。
今

年
度

は
下

記
の

と
お

り
行

い
ま

す
の

で
、

是
非

ご
参

加
下

さ
い

。
  対

象
は

、
老

人
（

６０
才

以
上

）
及

び
母

子
・

寡
婦

の
方

で
す

。
　

	
益

田
市

社
会

福
祉

協
議

会
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社会福祉
法　　人

「はぁーてぃ」は英語で“心の温かい”、
“真心のこもった”という意味をもつ
「Hearty」の読みを日本語表記した
ものです。

この広報紙には、赤い羽根共同募金の
配分金が使われています。

益田市社協 検索

平
成
24
年
度

ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ま
ち
づ
く
り
研
修
会

『NPO法人陽だまり』
～地域における高齢者の穏やかな暮らしをお手伝いいたします～

　

去
る
３
月
２０
日
、
益
田
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
自
治
会
関
係
者
や
地
区

社
協
、
民
生
委
員
、
サ
ロ
ン
関
係
者
な
ど
、
約
１
６
０
名
が
参
加
し
て
、
ふ
れ
あ
い

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ま
ち
づ
く
り
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
、
鹿
児
島
県
社
協
の
藤
山
紀
子
さ
ん
と
、
鹿
児
島
県
大
和
村
保
健
福
祉
課

の
早
川
理
恵
さ
ん
を
お
迎
え
し
、『
支
え
合
い
マ
ッ
プ
づ
く
り
』
に
つ
い
て
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
『
支
え
合
い
マ
ッ
プ
づ
く
り
』
を
と
お
し
て
、
地
域
の
生
活
・
福
祉
課
題
を
見
つ
け
る

と
と
も
に
、
住
民
同
士
の
助
け
合
い
活
動
が
活
発
に
な
り
、『
地
域
の
持
つ
福
祉
力
』
を

高
め
る
こ
と
が
で
き
た
事
例
を
わ
か

り
や
す
く
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
日
は
益
田
市
内
で
、『
支

え
合
い
マ
ッ
プ
づ
く
り
』
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
５
つ
の
自
治

会
の
う
ち
、
戸
田
自
治
会
と
須
子
本

通
り
自
治
会
か
ら
実
践
発
表
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
立
ち
入

る
こ
と
へ
の
抵
抗
感
や
、
住
民
相
互

の
交
流
の
場
が
少
な
く
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
昔
な
が
ら
の
『
お
互
い

さ
ま
』
の
関
係
づ
く
り
が
難
し
く

な
っ
て
い
る
中
で
、
今
後
も
引
き
続

き
、
人
と
人
の
つ
な
が
り
を
基
本
と

し
た
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。

このような活動を通じて、利用者やご家族の方々に住み慣れた街で安心した生活を送っていただけるように、精一杯お手
伝いしていきたいと思っています。

なお、６月５日（水）～９日（日）にキヌヤショッピングセンター３階において、
利用者さんが作られた作品の展示会を行います。ぜひおいでください。

『NPO法人陽だまり』は、介護保険事業と福祉に関する講演会や研修会を行っています。
通所介護事業では、一日の定員が６名で、一人ひとりを大切に小規模ならではのきめ細かいサービスを心がけています。
また、職員は、聞こえの不自由な利用者や介護者にも安心して利用していただけるように、手話や要約筆記も学んでいます。

NPO法人陽だまり　（指定通所介護事業所陽だまり）
益田市赤城町１１－４０　TEL　２２－０５２６

認
知
症
や
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
に
つ
い
て
の

講
演
会
、
口
腔
ケ
ア
や
膝
痛
予
防
の
研
修

会
を
行
っ
て
お
り
、
足
湯
の
体
験
学
習
会

は
毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
ま
す
。

作
業
療
法
と
し
て
毎
月
、
利
用
者
の
方
に

ち
ぎ
り
絵
に
挑
戦
し
て
頂
き
、
そ
れ
ら
を

挿
絵
に
し
た
卓
上
カ
レ
ン
ダ
ー
も
作
成
し

ま
し
た
。


